
［上述の地震はM6.0以上または最大震度４以上、陸域でM4.5以上かつ最大震度３以上、海域でM5.0以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

※この値は速報値であり、後日の調査で変更することがあります。 
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関東・中部地方 

地形データは日本海洋データセンターのJ-EGG500、米国地質調査所のGTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターのETOPO2v2を使用 

※ 点線は「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を表す 

  ① 2015年４月26日から、神奈川県西部で地殻内を震源とする地震活動が活発になった。 

  ② ５月25日に埼玉県北部でM5.5の地震（最大震度５弱）が発生した。 

③ ５月30日に茨城県南部でM4.8の地震（最大震度４）が発生した。 

 

（上図範囲外） 

  ・５月３日に鳥島近海で M5.9の地震（震度１以上を観測した地点はなし）が発生した。こ

の地震により、八丈島八重根で0.6m、神津島神津島港で21cmの津波を観測したほか、千

葉県から沖縄県にかけての太平洋沿岸で微弱な津波を観測した。 

・５月11日に鳥島近海でM6.3の地震（震度１以上を観測した地点はなし）が発生した。 

   ・５月30日に小笠原諸島西方沖でM8.1の地震（最大震度５強）が発生した。 

   ・５月31日に鳥島近海でM6.6の地震（最大震度１）が発生した。 
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４月26日からの神奈川県西部の地震活動 

震央分布図 
（1923年１月１日～2014年５月31日、 

深さ０～50km、M≧3.0） 

 2015年４月26日14時頃から、大涌谷周辺で

火山活動が活発な状態となるのに伴い神奈川
県西部で地震活動が活発となり、５月５日に最
大震度１を観測する地震が発生し、その後 31

日までに最大震度１以上を観測する地震が５
日の地震を含めて 21回（最大震度２：２回、
最大震度１：19回）発生した。この活動は地殻

内で発生した。最大規模の地震は、10日18時
07分に深さ３kmで発生したM3.0の地震（最大
震度２）である。この地震の発震機構は北東－

南西方向に張力軸を持つ正断層型である。 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の地

震活動の付近（領域ａ）では、しばしばまとま

った活動がみられる。2011年３月 21日には
M4.2の地震（最大震度２）が発生している。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回の地震

活動の周辺（領域ｂ）では、M5.0を超える地震
が２回発生している。 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月31日、 

深さ０～10km、M≧1.0） 
2015年４月26日以降の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

静岡県 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2015年４月26日～５月31日、M≧0.5） 

ｂ 

神奈川県 

 

領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 

今回の 
地震活動 

北 

南 

 

神奈川県 

静岡県 

 関東地震 

今回の地震活動の 
最大規模の地震 

北伊豆地震 

今回の地震活動 
の領域 
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５月３日の鳥島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

（１）概要 

2015年５月３日 01時50分に鳥島近海でM5.9の地震（震度１以上を観測した地点はなし）が発生し

た。 

気象庁はこの地震に対して、同日02時39分に伊豆諸島及び小笠原諸島に津波注意報を発表した（同

日 04時 10分に解除）。この地震により、東京都の八丈島八重根で 0.6m、神津島神津島港で 21cmの

津波を観測したほか、千葉県から沖縄県にかけての太平洋沿岸で微弱な津波を観測した。 

図２－１ 震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2015年５月の地震を濃く表示 

図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（２）地震活動 

ア．最近の地震活動 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央周辺（領域ａ）では、M5.0以上

の地震が時々発生している。1997年11月11

日に M6.0の地震（最大震度２）が発生して

いる。また、2006年１月１日にはM5.9の地

震（震度１以上を観測した地点はなし）が発

生し、伊豆大島と三宅島で 13cmの津波を観

測したのをはじめ、関東地方から九州地方の

太平洋沿岸にかけて微弱な津波を観測した。

ａ 

鳥島 

八丈島 
三宅島 

神津島 

 伊豆大島 

今回の地震 
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今回の地震 

イ．過去の地震活動 

図２－３ 震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月31日、 

深さ０～200km、M≧5.0） 

1923年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、Ｍ６程度の地震が

時々発生している。1996年９月５日の地震

（M6.2）では、伊豆大島で 20cmの津波を観測

したのをはじめ、関東地方から九州地方にかけ

て津波を観測した。また、今回の地震の震央付

近では、1984年６月13日及び2006年１月１日

の地震（ともに M5.9）のように、M6.0未満で

も津波を観測した例がある。 

津波を観測した地震の吹き出しの枠を太く表示 

ｂ 図２－４ 領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

津波あり 

津波あり 

津波あり 

今回の地震の震央周辺で津波を観測した地震（1996年９月５日の地震（M6.2）、2006年1月1日

の地震（M5.9））の発震機構（CMT解）は、今回の地震の発震機構（CMT解）と比較的よく似ている。

また、Kanamori et al（1993）で詳細な分析が行われ、マグマが関与した可能性が示唆された1984

年６月13日の地震（M5.9、津波あり）も、同様な発震機構であった。 

ウ．発震機構 

2006年１月１日の地震(M5.9) 1996年９月５日の地震（M6.2） 2015年５月３日の地震（M5.9） 
（今回の地震） 

図２－５ 今回の地震及び今回の地震の震央周辺で発生したＭ６前後の地震の発震機構（CMT解）

深さ10km 
Mw5.7 

深さ10km 
Mw5.7 

深さ10km 
Mw5.9 

2001年７月５日の地震(M5.9) 1997年11月11日の地震（M6.0） 

深さ63.2km 
Mw6.1（GCMT） 

深さ10km 
Mw5.6 

※上段は津波を観測した地震 
 下段は津波を観測されなかった地震 
深さはセントロイド 
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津波注意報 

５月３日02時39分
発表の津波注意報 

千葉県 館山市布良 気象庁 02:47 +3 03:28 10
伊豆大島岡田 気象庁 － － 04:10 13
三宅島坪田 気象庁 － － 02:53 19
八丈島八重根*2 気象庁 02:26 +0.2m 02:35 0.6m
神津島神津島港 海上保安庁 02:49 -8 03:25 21
三宅島阿古 海上保安庁 02:44 -8 02:48 15
八丈島神湊 海上保安庁 － － 04:15 6

神奈川県三浦市三崎漁港*2気象庁 － － 04:33 0.1m
南伊豆町石廊崎 気象庁 03:11 -3 04:45 8
伊東 国土地理院 03:09 +2 04:21 3
下田港 国土交通省港湾局 03:11 +3 03:46 4

和歌山県御坊市祓井戸 気象庁 03:09 -3 03:23 4
室戸市室戸岬 気象庁 02:43 +4 03:13 8
土佐清水 気象庁 03:26 +5 03:47 9
奄美市小湊 気象庁 － － 04:19 7
中之島 海上保安庁 03:55 +5 04:00 14

沖縄県 南大東漁港 気象庁 03:36 +2 03:44 3

東京都

静岡県

高知県

鹿児島県

到達時刻
高さ *1
(cm)

発現時刻
高さ
(cm)

都道府県 津波観測施設名 所属

第一波 最大波

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３－２ 各津波観測施設で観測した津波の最大の高さ（左）と主な津波波形（右） 

（３）津波 

 

 今回の地震により、気象庁は02時39分に伊豆諸島
及び小笠原諸島に津波注意報を発表した（同日04時10
分に解除）。 

今回の地震に伴い、東京都の八丈島八重根で0.6m、
神津島神津島港で21cmの津波を観測したほか、千葉県
から沖縄県にかけての太平洋沿岸で微弱な津波を観測

した。 

図３－１ ５月３日01時50分の鳥島近海の地震に 
よる津波に対して発表した津波注意報 
（×印は津波注意報発表時の震央を示す） 

表３－１ 津波観測施設の津波観測値（５月３日） 

 

※観測値は後日の精査により変更される 

場合がある 

※所属機関の観測波形データをもとに 

気象庁が検測した値 

*1 第一波の高さの+は押し、-は引きを表す 

*2 巨大津波観測計により観測 

（観測単位は0.1ｍ） 

 

＜津波の測り方の模式＞ 
津波の観測値の測り方を示す。第一波の向きは、下方向が「引

き」、上方向が「押し」となる（上の例の場合は「引き」となる）。 

最大の高さ 

第一波の高さ 平常潮位 

第一波の 

到達時刻 

最大の高さの 

発現時刻 

第一波の向き 

八丈島八重根 八丈島八重根 

海）中之島 

三宅島坪田 

海）神津島神津島港 

伊豆大島岡田 

第一波の到達時刻 

最大の高さ発現時刻 地震発生時刻 

※ 海）は海上保安庁の所属 

八丈島八重根 八丈島八重根 

海）神津島神津島港 

海）中之島 
三宅島坪田 

伊豆大島岡田 

津波の高さ（cm） 

+ 
震央 

八丈島八重根 
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５月11日 鳥島近海の地震 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 

領域a内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

2015年５月 11日 06時 25分に鳥島近海で
M6.3の地震（震度１以上を観測した地点はな
し）が発生した。発震機構（CMT解）は、東西

方向に圧力軸を持つ逆断層型である。 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域a）では、M6.0以上の地震

が４回（今回の地震含む）発生している。2014
年 12月頃から地震活動がやや活発になってお
り、2015年2月25日にはM6.1の地震が発生し

ている。 
1923年1月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が

時々発生しているが、被害を伴う地震は発生し
ていない。1977年３月30日にはM6.9の地震が
発生している。また、2006年10月24日の地震

（M6.8、最大震度２）では三宅島で 16cmの津
波を観測した。 
 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月31日、 

深さ0～100km、M≧5.0) 
2015年５月の地震を濃く表示 
図中の発震機構はCMT解 

鳥島 

ａ 

今回の地震 

ｂ 

今回の地震 

八丈島 

Ｍ－Ｔ図および回数積算図 
（2014年1月1日～2015年5月31日

M≧4.0） 

今回の地震以外で、５月に発生した地震の吹き出
しを濃く表示 
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５月25日 埼玉県北部の地震 

震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2015年５月25日14時28分に埼玉県北部の
深さ56kmでM5.5の地震（最大震度５弱）が発
生した。この地震は、発震機構が東北東－西南

西方向に張力軸を持つ型で、フィリピン海プレ
ート内部で発生した。この地震により負傷者３
人の被害を生じた（総務省消防庁による）。 

1997年10月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、Ｍ４程度の地震
が時々発生している。2007年６月１日には

M4.5の地震（最大震度３）が発生している。
また、2000年９月９日には今回の地震とほぼ
同じ場所で M4.3の地震（最大震度３）が発生

している。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地

震が３回発生している。1931年９月21日に地
殻内で発生した M6.9の地震（西埼玉地震）で
は、死者16人、家屋全壊207棟などの被害が

生じた。（被害は「日本被害地震総覧」による。） 
 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2015年５月の地震を濃く表示 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

 Ｂ

 Ａ

今回の地震 

 

今回の地震 

 Ａ 領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） Ｂ 

埼玉県 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 西埼玉地震 
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５月30日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2015年５月30日01時06分に茨城県南部の深さ

53km（フィリピン海プレートと陸のプレートの境界
付近）でM4.8の地震（最大震度４）が発生した。
この地震の発震機構は南北方向に圧力軸を持つ型

であった。 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の地震の

震源付近（領域ｂ）は、活動が活発な領域で、Ｍ５

程度の地震がしばしば発生している。「平成 23年
（2011年）東北地方太平洋沖地震」の発生以降、
活動がより活発になっており、最近では2014年９

月16日にM5.6の地震（最大震度５弱）が発生して
いる。なお、今回の地震の震央は、５月25日の埼
玉県北部の地震（M5.5）とは約20km離れた場所で

ある。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回の地震の

震央周辺（領域ｃ）では、Ｍ６程度の地震が時々発

生している。 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2015年５月の地震を濃く表示 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

（2011年３月11日～2015年５月31日） 

東北地方太平洋沖地震発生  Ｂ

 Ａ 

 Ｂ  Ａ 

今回の地震

の震央 
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５月30日 小笠原諸島西方沖の地震 

 2015年５月30日20時23分に小笠原諸島
西方沖の深さ682kmでM8.1の地震（最大震
度５強）が発生した。この地震は、太平洋

プレート内部で発生した。発震機構は、東
西方向に張力軸を持つ型である。この地震
により、東京都で地震関連負傷者８件、埼

玉県で負傷者３人、神奈川県で負傷者２人
等の被害を生じた（総務省消防庁による）。 
余震活動は低調である。最大規模の余震

は、６月３日06時04分のM5.6の地震（最
大震度１）である。 
 1997年10月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）はこれまで地震
の発生が見られない領域であった。深さ
500km程度の場所（領域ｃ）では、定常的に

地震活動が見られ、M7.0以上の地震が３回
発生している。領域ｃ内で発生している地
震の発震機構（CMT解）は、概ね太平洋プレ

ートが沈み込む方向に圧力軸を持つ型であ
る。 
 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年６月３日、 

深さ０～700km、M≧4.5） 
100kmより深い地震を濃く表示 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ 

ｃ 

今回の地震 

母島 

父島 

 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

Ａ Ｂ 

領域ａ内の断面の圧力軸分布（Ａ－Ｂ投影） 
（CMT解による） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

（2015年５月30日～６月３日、M≧3.5） 

震源からから伸びる直線は、圧力軸（P軸）
の方向を示す 

今回の地震 

今回の地震 
の最大余震 

今回の地震 
の最大余震 

今回の地震 
の最大余震 
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拡大図 

（表示範囲は震度分布図の拡大図（右図）に等しい） 

＜推計震度分布図について＞ 
 地震の際に観測される震度は、ごく近い場所でも地盤の違いなどに
より１階級程度異なることがある。また、このほか震度を推計する際
にも誤差が含まれるため、推計された震度と実際の震度が１階級程度
ずれることがある。 
 このため、個々のメッシュの位置や震度の値ではなく、大きな震度
の面的な広がり具合とその形状に着目して利用されたい。 

推計震度分布図 

震度分布図・推計震度分布図 
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 1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地震
の震央周辺（領域ｄ）では、1984 年３月６日に
M7.6 の地震（最大震度４）が発生した。この地
震により、死者１人、負傷者１人等の被害を生
じた（「日本被害地震総覧」による）。 
 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年６月３日、 

深さ０～700km、M≧6.0） 

ｄ 

今回の地震

領域ｄ内のＭ－Ｔ図 

世界で発生した規模の大きな深発地震の震央分布図 
（1900 年１月１日～2015 年５月 31 日、深さ 300～700km、M≧7.5） 

 

日本国内
最大震度３

深さ 300～600km を青、600km 以深を赤で表示。吹き出しは M8.0 以上または深さ 600km 以深の地震。 

1900 年～2009 年の震源要素は国際地震センター（ISC）による。2010 年以降の震源要素は、今回の地震（震

源要素は気象庁による）を除き、USGS による（2015 年６月１日現在）。2013 年 5 月 24 日の地震の Mw と今回

の地震の Mは気象庁による。プレート境界の位置は Bird（2003）＊より引用。 

 世界で発生した規模の大きな深発地震（300km
より深い地震）を見ると、1970 年にコロンビア
付近の深さ 645km で M8.0、1994 年にボリビア付
近の深さ 632km で M8.2 の地震、また 2013 年に
オホーツク海の深さ 598km で Mw8.3 の地震が発
生している。2013 年５月 24 日のオホーツク海
の地震では、日本国内でも北海道と秋田県で最
大震度３を観測したのをはじめ、北海道から九
州にかけて震度２から１を観測した。 

今回の地震

日本国内 最大震度２ 

日本国内
最大震度３
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【長周期地震動階級１以上が観測された地域】 
長周期地震動階級２ 
埼玉県北部 千葉県北西部 八丈島 小笠原 神奈川県東部 長野県中部 
長周期地震動階級１ 
宮城県北部 秋田県内陸南部 山形県庄内 山形県村山 福島県中通り  
茨城県南部 群馬県北部 群馬県南部 埼玉県南部 埼玉県秩父 千葉県北東部 
千葉県南部 東京都２３区 東京都多摩東部 神津島 新島 神奈川県西部 
新潟県中越 新潟県下越 山梨県東部・富士五湖 静岡県伊豆 静岡県東部 
大阪府南部 佐賀県南部 

 

長周期地震動階級１以上が観測された地域 

平成27年5月30日 小笠原諸島西方沖の地震 
長周期地震動階級分布図 



気象庁作成 

長周期地震動階級関連解説表 
（高層ビルにおける人の体感・行動、室内の状況等との関連） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【平成 27年５月 30日に発表の長周期地震動に関する観測情報（試行）からの

訂正箇所※】 
○長周期地震動階級１から長周期地震動階級２となる地域（２地域） 
 埼玉県北部、千葉県北西部 
 
○新たに長周期地震動階級１となる地域（10地域） 
 秋田県内陸南部、山形県庄内、山形県村山、福島県中通り、群馬県北部、 
埼玉県南部、東京都多摩東部、新潟県中越、山梨県東部・富士五湖、 
佐賀県南部   

 
※５月30日の観測情報（試行）発表時点で未収集だったデータを追加して再解析しました。 
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2015 年５月 30 日 20 時 23 分に小笠原諸島西方沖で発生した地震について、米国地震学連合（IRIS）
のデータ管理センター（DMC）より広帯域地震波形記録を取得し、遠地実体波を用いた震源過程解析
（注１）を行った。 
初期破壊開始点は、気象庁による震源の位置（27°51.6′N、140°40.9′E、深さ 682km）とした。

断層面は、気象庁 CMT 解の２枚の節面のどちらを仮定しても解析結果に大きな差はなかった。今回は
低角に傾斜する節面（走向 32°、傾斜 25°）を断層面とした。最大破壊伝播速度は 2.0km/s とした。
理論波形の計算には IASP91 (Kennett and Engdahl, 1991) の地下構造モデルを用いた。 
主な結果は以下のとおり（この結果は暫定であり、今後更新することがある）。 
・断層の大きさは走向方向に約 40km、傾斜方向に約 40km であった。 
・主なすべりは初期破壊開始点付近にあり、最大すべり量は 6.6m であった（周辺の構造から剛性
率を 160GPa として計算）。 

・主な破壊継続時間は約 20 秒であった。 
・モーメントマグニチュード（Mw）は 7.9 であった。 
結果の見方は、http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html を参照。 
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星印は初期破壊開始点を示し、青線はプレート境界を示す。 

2015 年５月 30 日 小笠原諸島西方沖の地震 
－ 遠地実体波による震源過程解析（暫定）－ 

（注１）解析に使用したプログラム 
    M. Kikuchi and H. Kanamori, Note on Teleseismic Body-Wave Inversion Program, 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/ 

破壊開始からの経過時間（秒） 

断層面の設定に用いた節面
（走向 32°、傾斜 25°、すべ
り角-44°）を赤線で示す。 

震源時間関数 

地図上に投影したすべり量分布 

星印は初期破壊開始点、矢印は下盤側に対する 
上盤側の動きを表す。 

解析に用いたメカニズム解 
（気象庁 CMT 解） 

すべり量 

→大きい 小さい← 

断層面上でのすべり量分布 

走向方向(km) 

M0=7.39E+20Nm 
(Mw=7.85) 

JMA5037
テキストボックス
（その１）



気象庁作成 

II.KAPI.00
P

UD

 214.8

 344.61

II.DGAR.00
P

UD

 252.8

 271.30

II.MSEY.00
P

UD

 263.6

 110.85

II.MSEY.00
SH

 263.6

 209.62

IU.CHTO.00
P

UD

 265.9

 619.54

IU.FURI.00
P

UD

 283.5

 44.95

II.UOSS.00
P

UD

 290.2

 202.18

II.NIL.00
P

UD

 293.9

 490.56

IU.GNI.00
P

UD

 308.6

 126.66

IU.MAKZ.00
P

UD

 309.3

 276.22

II.KIV.00
P

UD

 312.8

 106.12

IU.ULN.00
P

UD

 316.7

 329.39

II.BRVK.00
P

UD

 317.2

 170.66

II.TLY.00
P

UD

 321.1

 254.60

II.ARU.00
P

UD

 322.0

 102.95

II.OBN.00
P

UD

 324.9

 71.10

IU.GRFO.
P

UD

 330.0

 40.88

IU.GRFO.
SH

 330.0

 750.90

II.BFO.00
P

UD

 330.5

 35.44

II.BFO.00
SH

 330.5

 654.34

II.LVZ.00
P

UD

 337.4

 122.55

II.LVZ.00
SH

 337.4

 1554.19

IU.KONO.00
P

UD

 337.5

 82.56

IU.KONO.00
SH

 337.5

 1046.25

30 degree

50 degree

100 degree

SFJD

COLA

FFC

KDAK
COR

ANMO
TUC

PFO
SLBS

KIP
POHA

KNTN

RAR
AFI

MSVF
RAO

SNZO

PMG

TAU

WRAB

KAPI

DGAR

MSEY
CHTO

FURI UOSS NIL

GNI

MAKZ

KIV

ULN

BRVK

TLY

ARU

OBN

GRFO
BFO

LVZ

KONO
ESK

KEV KBS

YAK

BORG

0 15 30 45 60

IU.SFJD.00
P

UD

 4.4

 159.49

IU.COLA.00
P

UD

 28.6

 353.83

II.FFC.00
P

UD

 31.2

 296.64

II.KDAK.00
P

UD

 37.0

 410.44

IU.COR.00
P

UD

 47.2

 398.04

IU.ANMO.00
P

UD

 49.1

 163.74

IU.TUC.00
P

UD

 53.3

 172.24

II.PFO.00
P

UD

 54.7

 249.73

IU.SLBS.00
P

UD

 60.1

 116.92

IU.KIP.00
P

UD

 82.1

 304.55

IU.KIP.00
SH

 82.1

 589.73

IU.POHA.00
P

UD

 82.9

 307.85

IU.KNTN.00
P

UD

 115.9

 220.86

IU.RAR.00
P

UD

 123.9

 157.15

IU.AFI.00
P

UD

 125.9

 131.59

IU.AFI.00
SH

 125.9

 415.22

II.MSVF.00
P

UD

 137.1

 139.54

II.MSVF.00
SH

 137.1

 402.93

IU.RAO.10
P

UD

 142.0

 141.49

IU.SNZO.00
P

UD

 154.3

 75.00

IU.PMG.00
P

UD

 169.5

 44.18

II.TAU.00
P

UD

 174.9

 37.69

II.WRAB.00
P

UD

 188.0

 77.95

II.WRAB.00
SH

 188.0

 727.08

II.ESK.00
P

UD

 340.4

 59.33

IU.KEV.00
P

UD

 340.5

 114.38

IU.KBS.00
P

UD

 350.8

 156.52

IU.KBS.00
SH

 350.8

 1091.53

IU.YAK.00
P

UD

 351.0

 200.83

II.BORG.00
P

UD

 352.4

 108.95

II.BORG.00
SH

 352.4

 886.52

 

残差 0.2176 

（秒） 

観測波形（上：0.002Hz-0.5Hz）と理論波形（下）の比較 

観測点分布 

震央距離 30°～100°※１の 44 観測点※２（P波：44、SH 波：11）を使用。
※１：近すぎると理論的に扱いづらくなる波の計算があり、逆に遠すぎる

と、液体である外核を通るため、直達波が到達しない。そのため、
評価しやすい距離の波形記録のみを使用。 

※２：IRIS-DMC より取得した広帯域地震波形記録を使用。 

参考文献 
Kennett, B. L. N. and E. R. Engdahl, 1991, Traveltimes for global earthquake location and phase 
identification, Geophys. J. Int., 105, 429-465. 
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2015 年５月 30 日 20 時 23 分に小笠原諸島西方沖で発生した地震について、米国地震学連合（IRIS）
のデータ管理センター（DMC）より広帯域地震波形記録を取得し、遠地実体波を用いた震源過程解析
（注１）を行った。 
初期破壊開始点は、気象庁による震源の位置（27°51.6′N、140°40.9′E、深さ 682km）とした。

断層面は、気象庁 CMT 解の２枚の節面のどちらを仮定しても解析結果に大きな差はなかった。今回は
高角に傾斜する節面（走向 163°、傾斜 73°）を断層面とした。最大破壊伝播速度は 2.0km/s とした。
理論波形の計算には IASP91 (Kennett and Engdahl, 1991) の地下構造モデルを用いた。 
主な結果は以下のとおり（この結果は暫定であり、今後更新することがある）。 
・断層の大きさは走向方向に約 40km、傾斜方向に約 40km であった。 
・主なすべりは初期破壊開始点付近にあり、最大すべり量は 5.7m であった（周辺の構造から剛性
率を 160GPa として計算）。 

・主な破壊継続時間は約 20 秒であった。 
・モーメントマグニチュード（Mw）は 7.8 であった。 
結果の見方は、http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html を参照。 
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星印は初期破壊開始点を示し、青線はプレート境界を示す。 

2015 年５月 30 日 小笠原諸島西方沖の地震 
－ 遠地実体波による震源過程解析（暫定）－ 

（注１）解析に使用したプログラム 
    M. Kikuchi and H. Kanamori, Note on Teleseismic Body-Wave Inversion Program, 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/ 

破壊開始からの経過時間（秒） 

断層面の設定に用いた節面
（走向163°、傾斜73°、すべ
り角-108°）を赤線で示す。 

震源時間関数 

地図上に投影したすべり量分布 

星印は初期破壊開始点、矢印は下盤側に対する 
上盤側の動きを表す。 

解析に用いたメカニズム解 
（気象庁 CMT 解） 

すべり量 

→大きい 小さい← 

断層面上でのすべり量分布 

走向方向(km) 

M0=7.04E+20Nm 
(Mw=7.83) 

JMA5037
テキストボックス
（その２）
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残差 0.2408 

（秒） 

観測波形（上：0.002Hz-0.5Hz）と理論波形（下）の比較 

観測点分布 

震央距離 30°～100°※１の 44 観測点※２（P波：44、SH 波：11）を使用。
※１：近すぎると理論的に扱いづらくなる波の計算があり、逆に遠すぎる

と、液体である外核を通るため、直達波が到達しない。そのため、
評価しやすい距離の波形記録のみを使用。 

※２：IRIS-DMC より取得した広帯域地震波形記録を使用。 

参考文献 
Kennett, B. L. N. and E. R. Engdahl, 1991, Traveltimes for global earthquake location and phase 
identification, Geophys. J. Int., 105, 429-465. 
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５月31日 鳥島近海の地震 

 2015年５月 31日 03時 49分に鳥島近海で

M6.6の地震（最大震度１）が発生した。この

地震は、海溝軸付近の太平洋プレート内で発生

した。発震機構（CMT解）は東北東－西南西方

向に張力軸を持つ正断層型である。 

1997年10月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ａ）では M5.5以上の地震

が時々発生おり、2001年４月 15日には M6.6

の地震が発生している。また最近では、2015

年５月11日にM6.3の地震が発生している。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図  

震央分布図 

（1997年10月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2015年５月の地震を濃く表示 

図中の発震機構はCMT解 

今回の地震 

父島 

母島 

鳥島 

海溝軸 

ａ 

1923年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震

が時々発生しているが、被害を伴う地震は発生

していない。1977年３月 30日には M6.9の地

震が発生している。また、2006年 10月 24日

の地震（M6.8、最大震度２）では三宅島で16cm

の津波を観測した。 

震央分布図 

（1923年１月１日～2015年５月31日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 

今回の地震 
三宅島 

海溝軸 

母島 

父島 

ｂ 
鳥島 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 




